
２／２６（金）「うち流四字熟語コンテスト」開催しました！！ 

 「うち流四字熟語コンテスト」では、青葉園・ふれぼので５グループにわかれて、２０２０年

度を振り返り、グループごとに象徴的な出来事からオリジナル四字熟語を作成し、発表をしても

らいました。各グループがいろんな活動をしてきたことがよくわかる四字熟語になっています。

この度は感染症対策として ZOOM を使用し、みんなで繋がりました。ご家庭からの参加もあった

ので、大人数で大盛り上がり！楽しい時間になりました。 

 ただいま投票を行っております。５作品の中で、よかったものをアンケートサイトより投票を

お願いします。 

３月１２日迄です。 

 

 

 

  



エントリーされた５作品になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 『獣人装嵐（じゅうじんそうらん）』ふれぼの Bグループ 

意味は「今年度１年活動して楽しかった活動。そしてコロナ禍にふりまわ

された。でもそんな中でもできることを考え楽しみました。」 

獣・・・ポケモンのゲームをいろいろしました。 

人・・・人生ゲームをしました。 

装・・・リモートで仮装してカラオケ大会をしました。 

嵐・・・そして嵐のような一年でした。 

②『檜聖散祝（カイセイサンシュウ）』ひのきグループ 

ひのきグループの今年度は、コロナの影響で主だった活動が出来なかった

のですが、その中で楽しい思い出を四字熟語にしました！！ 

「檜」はひのき、「聖」はクリスマス会をしてプレゼント交換をしました。

「散」は色々なところを散歩しました。「祝」は成人を迎えた方が４名もグ

ループにいました。合わせて、「檜聖散祝」です！！ 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③『葉笑輪歌（パプリカ）』 かりんグループ 

かりんグループでは、今年度『Foorin』の『パプリカ』をグルー

プの歌として、歌ってきました。この一年新型コロナウイルスで

制限されることもありましたが、青葉園に通所して、みんな一緒

に笑顔で輪になって歌う。そのようなグループを目指して活動し

てきました。今回、この思いを込めて、四字熟語を作りました。

またこの四文字、反対から読むと…「かりんグループ笑っている

ＹＯ！」とも…。 

④『富愛感動ふうあいかんどん）』ふれぼの Aグループ 

「ふれぼの」は「ふれあいほのぼの」を略したものです。 

 

中国語で、ふれあいは「富愛」 

ほのぼのは「感動」だそうです。 

 



 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

⑤『顔繋心繋（がんけいしんけい）』オリーブグループ 

リモートを使って、顔で繋がって心も繋るという意味です。 

オリーブグループでは、コロナ禍で旅行や外出が難しい中でも、何か出来ることはないかと、

リモート旅行や、リモート工場見学、リモート芋掘りと、初めてのことにワクワクしながら、

みんなで挑戦してきました。喜寿や成人の祝いでは、リモートですることで、これまで縁あ

る人たちがおめでとうを伝えることが出来て、受け取った本人さんも、懐かしい顔ぶれやお

祝いの言葉に喜ばれていました。顔で繋がって、気持ちも繋がった一年でしたので、この四

字熟語にしました。 

サイトのリンクから 

はいってもらうとこの

ページになります。 

投票されるグループを

押していただき完了を

押してもらうと、 

このページで投票終了です。 

アカウントは作成せず 

終了してください。 


